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漢和辞典』の語義①の出典として『報恩録』（1 4 7 4），『日葡辞書』（1 6 0 3），『唐船噺今国性爺』
（浄瑠璃，1 7 1 5？），『論衡』を挙げ，語義②については，『日葡辞書』，『浮世物語』（仮名草子，
1 6 6 5－1 6 6 6），『西鶴織留』（浮世草子，1 6 9 4），『源平布引滝』（浄瑠璃，1 7 4 9），『授業編』
（1 7 8 3），『異人恐怖伝』（1 8 5 0），『奉贈太常張 詩』（杜甫，7 1 2－7 7 0）を，語義③について
は，同辞典と同じく『漢書』をそれぞれ挙げている。こうした各種辞典の報告から，「鍛錬」
は，「金属をきたえねる」語義をもつ語彙として，『書經』の中に登場した古代漢語であり，そ



















したことについて，これに習熟し経験をつむこと，など．（中略）T a n r e n．タンレン（鍛練・鍛
錬）Neriqito∨．（練り鍛ふ）金属を十分に打ち鍛えること，または，火で熱して鍛えること．」（8）
とある。このことは，17世紀初頭にすでに原義が②の語義に転じ終えていたことを示していた。


































江戸時代に入ると，著名な剣客が多々輩出する。そのうちの一人，宮本武蔵（1 5 8 4頃－








同じ頃，小田切一雲（1 6 3 0－1 7 0 6）は，自身の研究・修練の結果と師の針ケ谷夕雲（1 5 9 3－



















































啓蒙家として著名な福沢 吉（1 8 3 5－1 9 0 1）は，軍隊教育に係わる訳書『雷銃操法』（1 8 6 4）
の中で初めて「鍛練」を使用する。『雷銃操法』には，「何程他の諸術を鍛　するとも，雷銃の






教育・訓練実施の動きを見せた。その嚆矢は，明治７（1 8 7 4）年の「生兵 則」であり，「生










明治1 8（1 8 8 5）年以降，陸軍の軍制整備・改革は，各方面にわたって実施される。主要なも
のとしては，「監軍部條例」及び「軍隊　育順次　令」の制定（1 8 8 7），「軍隊内務書」の制定
（1 8 8 8），「徴兵令改正」（1 8 8 9）等があり，同2 2（1 8 8 9）年に「軍隊　　ノ要旨」（監軍訓令第
１号）が示される。この「軍隊　　ノ要旨」は，この時期における軍隊教育の理念や精神を知

















































明治1 4（1 8 8 1）年，文部省は，第二次教育令第二三条に基づき「小学校教則綱領」を府県に
通達した。この綱領の通達は，「儒教倫理を中心とした修身教育と，皇道主義を中心とした歴
史教育によって日本臣民の形成をめざした教育」を展開するにあった。以後，わが国の初等教























同じ頃，第一次伊藤博文内閣の文相森有礼（1 8 4 7－1 8 8 9）は，一連の学校令を制定して学
















とされる。この隊列運動は，同2 0（1 8 8 7）年１月の省令で改められたように，前述の兵式体操
の一部であった。また，同年の「中学校令」及び「師範学校令」には，体操（科）に兵式体操








施行規則」，1 9 1 1），「撃剣及び柔術」の導入（「学校体操教授要目」，1 9 1 3），「陸軍現役将校配
属令」の公布と「教練教授要目」の制定（1 9 2 5），「撃剣及び柔術」の「剣道及び柔道」への改





































































































れた。その外人教師の一人にストレンジ（Frederich W. Strange, 1854－1889）がいる。ストレン













アメリカ遠征（1 9 0 5），列国軍人競技会への参加（1 9 0 8，天津），第５回近代オリンピック大

























立趣旨」，1 8 9 5）と改称され，「剣術」，「撃剣」及び「刀術」は「剣道」と，「柔術」は「柔道」
と呼称されるようになる。「剣道及柔道」は，「体育ニ関スル建議案」（第2 1議会，1 9 0 5）の中
で初登場したが，「柔道」は「体操遊戯取調『報告書』」（1 9 0 5）に，「剣道」は「師範学校生徒
ヲシテ課外ニ行ハシムベキ適当ナル運動及作業ノ種類如何」（「全国師範学校長会議答申」，
1 9 1 0）に学校教育関係の公文書中に姿を現わしたのである（7 6）。ただし，両者が学校教育関係
の公文書で慣用されたのは，大正1 5（1 9 2 6）年の改正「学校体操教授要目」からであった。柔
道の総本山である講道館の創設（1 8 8 2），「武徳を涵養し，武道を奨励し，国民の士気を振作す


























































磨の意（「生兵 則」，1 8 7 4）で初登場し，漸次身体面にも適用され，大正期には，戦闘に堪
え得る心身の錬磨を意味する兵語として慣用されるようになる。
４．「鍛錬」は，学校教育でも軍隊教育と同じく，当初啓蒙的な翻訳書（『啓蒙養生訓』，1 8 7 5）
に登場した。さらに，明治半ば頃に移入されたヘルバルト派教育学論における訓育で，「鍛
錬」が主要な教育（訓練）用語として慣用された。一方，同じ頃，森有礼（1 8 4 7－1 8 8 9）
文相は，富強主義的立場から「鍛錬」思想を学校教育に導入し，訓育型「鍛錬」を変容させ
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